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特定非営利活動法人  海苔のふるさと会 

１ 事業の成果 

 ２０１９年度もこれまでに引き続き東京都大田区から「大森 海苔のふるさと館」の管理運営事業
を受託し、そこを主な活動場所として各事業を展開した。台風１９号、新型コロナウイルスのため臨
時休館が年間３０日あった。 

  ＮＰＯ法人の自主事業として、下記のことを行なった。 

① 大田区との契約範囲外の団体等への海苔つけ体験の提供 

② 生き物の水槽展示、年中行事にまつわる工作、絵本の読み聞かせと公園散歩、ひまわりプロ
ジェクト実施、地域の環境イベントへの参加 

   ③ 海苔の歴史や地域のこと、ふるさと会の活動を紹介するニュースの発行 

   ④ 東京湾沿岸学習施設との協働によるスタンプラリーの実施 

   ⑤ 受託施設以外での体験教室実施や講義、展示 

管理運営を受託した大森 海苔のふるさと館の実績は以下のとおり。 

     ①１年間の来館者数：８５，３２０人（前年比６，５１８人減） 

    ②毎月の公募イベント：年２６回（前年比２回減）、のべ参加者８９２人（前年比８０人減） 

③元海苔生産者からなる協力者会により公募イベントや小学校の海苔つけ体験を指導 

     海苔つけ体験：年２９回実施、参加者総数１，３６９人（前年比６１２人減）協力者のべ３７名
   ④年４回の企画展示、浜での海苔生育観察事業、３階テラスの花壇整備事業を行なった 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業               （事業費の総費用【29,050】千円） 

定款に記載 

された 

事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 

人数 

受益 

対象者 

範囲 

受益 

対象者 

人数 

事業費 

（千円） 

自主事業 

展示会、体験学
習企画・運営 

事業 

団体等への海苔つけ体験を
行なう。 

年間 7 回 

大森海苔
のふるさ
と館 

のべ 

13 人 

児童・保護者 

から大人まで 
約 100 200 

自然環境教育 

事業 

生物の展示紹介や季節の飾
りづくり、ヒマワリの栽培

体験などを行なう。 

年間 31 回 

大森海苔
のふるさ
と館 

のべ 

100人 

児童・保護者か

ら大人まで   
約 1,200 168 

普及・啓発 

事業 

焼海苔や図書の販売取次
ぎ、前掛け頒布、広報紙の
発行、研修を行なう。 

4 月～翌 3

月 

大森海苔
のふるさ
と館 

通常 

8 人 
一般市民 約 5,000 891 

大田区受託事業 

施設管理運営 

事業 

大森海苔のふるさと館の管
理運営を受託する。 

4 月～翌 3

月 

大森海苔
のふるさ
と館 

通常 

8 人 
一般市民 85,320 26,420 

展示会、体験学
習企画・運営 

事業 

一般公募や学校、福祉施設の海

苔つけ体験、一般公募の海苔簀

編みや海苔生育観察などの企

画運営を行なう。 

年間 44 回 

大森海苔
のふるさ
と館 

のべ 

120人 

児童・保護者 

から大人まで 
約 1,500 2,840 

自然環境教育 

事業 

ふるさとの浜辺観察会、 
花壇の整備を行なう。 

年間 21 回 

ふるさと

の浜辺～

大森海苔

のふるさ

と館 

のべ 

50 人 
児童・保護者 約 260 31 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【   ０】千円） 

定款に記載 

された 

事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 

人数 

事業費 

（千円） 

物品販売事業 当該年度は該当する事業はなし   
 

０ 

２０１９年 度 事 業 報 告 書 



書式第１３号（法第２８条関係）

　2019年度　活動計算書（その他事業がない場合）
特定非営利活動法人 海苔のふるさと会

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益
１　受取会費 574,000

入会金（個正1,団正1） 7,000
正会員受取会費（個人97、団体23） 406,000
賛助会員受取会費（個人27、団体12） 161,000

２　受取寄附金 39,648
受取寄附金 39,648
施設等受入評価益 0

３　受取助成金等 0
受取補助金 0

４　事業収益 30,513,933
  展示会・体験学習の企画運営事業収益 79,900
  自然環境教育事業収益 63,000
　普及・啓発事業収益 228,718
　施設管理運営事業収益 30,142,315

５　その他の収益 5,693
参加費収益 5,600
受取利息 93

経　常　収　益　計 31,133,274
【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費
（１）人件費 27,383,188

給料手当 23,305,200
法定福利費 3,687,680
福利厚生費 15,068
通勤交通費 375,240

（２）その他経費 3,167,084
旅費交通費 113,696
講師昼食代 112,217
通信費 244,825
荷造運賃費 2,330
事業材料費 930,433
事務用消耗品費 45,332
備品消耗品費 134,992
研修費 1,500
新聞図書費 32,452
印刷費 23,055
支払手数料 30,075
保険料 3,280
リース料 103,074
雑費 13,223
諸会費 3,500
寄付 100,000
租税公課 1,273,100

事業費計 30,550,272
２　管理費

（１）人件費 360,000
給料手当 360,000

（２）その他経費 143,134
通信費 56,537
会議費 30,634
事務用消耗品費 4,298
慶弔費 20,000
諸会費 11,200
支払手数料 14,785
雑費 5,000
新聞図書費 680

管理費計 503,134
経　常　費　用　計 31,053,406
当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】　・・・① 79,868
【Ｃ】　経　常　外　収　益

0
経　常　外　収　益　計 0
【Ｄ】　経　常　外　費　用

0
経　常　外　費　用　計 0
当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】　・・・② 0
税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②　・・・③ 79,868

法人税、住民税及び事業税　・・・④ 70,000
前期繰越正味財産額　・・・⑤ 4,255,833

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　③－④＋⑤ 4,265,701

事 業 報 告 用



書式第１６号（法第２８条関係）

特定非営利活動法人　海苔のふるさと会

１．重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日、2017年12月12日最終改正

 NPO法人会計基準協議会） によっています。
　 棚卸資産の評価基準及び評価方法

該当なし
　 固定資産の減価償却の方法

該当なし
　 引当金の計上基準

該当なし
　 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

該当なし
消費税等の会計処理
税込方式

２．事業別損益の状況

展示会体験学
習の企画運営

自然環境
教育

普及啓発
施設管理

運営
展示会体験学
習の企画運営

自然環境
教育

Ⅰ　経常収益
受取会費 574,000 574,000
受取寄附金 39,648 39,648
受取助成金等 0
事業収益 79,900 63,000 228,718 30,142,315 30,513,933 30,513,933

参加費収益 1,100 4,500 5,600 5,600
その他収益 93 93

経常収益計 79,900 63,000 228,718 30,142,315 1,100 4,500 30,519,533 613,741 31,133,274

Ⅱ　経常費用
人件費
給料手当 135,000 67,500 67,500 20,731,680 2,303,520 23,305,200 360,000 23,665,200

法定福利費 3,687,680 3,687,680 3,687,680

福利厚生費 15,068 15,068 15,068
通勤交通費 375,240 375,240 375,240
人件費計 135,000 67,500 67,500 24,809,668 2,303,520 0 27,383,188 360,000 27,743,188

その他経費
会議費 0 30,634 30,634
旅費交通費 16,718 78,846 18,132 113,696 113,696
講師昼食代 3,874 12,629 800 88,346 6,568 112,217 112,217
事業材料費 36,881 51,232 498,520 333,754 10,046 930,433 930,433
事務用消耗品費 2,363 4,942 38,027 45,332 4,298 49,630
備品消耗品費 2,141 9,111 14,650 83,745 23,506 1,839 134,992 134,992
通信費 140 12,464 176,727 1,703 44,566 9,225 244,825 56,537 301,362
荷造運賃費 2,330 2,330 2,330
印刷費 23,055 23,055 23,055
研修費 1,000 500 1,500 1,500
新聞図書費 3,186 4,320 3,562 21,384 32,452 680 33,132
保険料 820 2,460 3,280 3,280
雑費 6,123 2,540 2,077 2,142 341 13,223 5,000 18,223
租税公課 1,273,100 1,273,100 70,000 1,343,100

支払手数料 654 2,602 2,726 21,930 1,963 200 30,075 14,785 44,860
慶弔費 0 20,000 20,000
諸会費 3,500 3,500 11,200 14,700
リース料 103,074 103,074 103,074
寄付 100,000
その他経費計 64,594 100,844 823,160 1,610,364 536,943 31,179 3,167,084 213,134 3,380,218

経常費用計 199,594 168,344 890,660 26,420,032 2,840,463 31,179 30,550,272 573,134 31,123,406

当期経常増減額 -119,694 -105,344 -661,942 3,722,283 -2,839,363 -26,679 -30,739 40,607 9,868

（単位：円）
大田区受託事業

事業部門計 管理部門 合計

 ２．

 ５．

2019年度　　計算書類の注記

（１）

（２）

（４）

 ３．

 ４．

 ６．

（２）

（１）

（５）

（３）

科目
自主事業

 １．

事 業 報 告 用



３．施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
該当なし

４．使途等が制約された寄附金等の内訳
該当なし

５．固定資産の増減内訳
該当なし

６．借入金の増減内訳
該当なし

７．役員及びその近親者との取引の内容
該当なし

８
．

　・　自主事業費と受託事業費の按分方法

　・　その他の事業に係る資産の状況
　該当なし

①自主事業の人件費について
　事業実施責任者の手当を自主事業実施回数と委託事業実施回数とで按分する。
　（当該年度は１：１）
　さらに自主事業分人件費を普及啓発、海苔つけ体験（展示会～企画運営）と環境教育とに按分する。
　（当該年度は１：２：１）

　・　受託事業にかかわる人件費の按分方法
従事割合に応じて、施設管理運営事業と展示会体験学習の企画運営事業とで按分する。
（当該年度は９：１）

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするため
に必要な事項



書式第１５号（法第２８条関係）

２０１９年度　貸借対照表
特定非営利活動法人　 海苔のふるさと会

科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金 5,237,794

未収金 2,240,875

流動資産合計　・・・① 7,478,669

２　固定資産

（１）有形固定資産 0

0

（２）無形固定資産 0

0

（３）投資その他の資産 0

0

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 7,478,669

【Ｂ－１】　負　債　の　部

１　事業費流動負債

未払金（預かり消費税） 681,200

預り金 1,031,768

賞与引当金 1,500,000

流動負債合計　・・・③ 3,212,968

２　固定負債 0

0

固定負債合計　・・・④ 0

負　債　合　計　③＋④ 3,212,968

【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 4,255,833

当期正味財産増減額 9,868

正　味　財　産　合　計 4,265,701

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 7,478,669

事 業 報 告 用


